
令和４年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 

令和４年８月 30日（火）16時 00分～16時 30分 

令和４年 12月 27日（月）10時 25分～11時 00分 

令和５年１月４日（水）16時 30分～16時 45分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画

調整局政策課長、行財政局長、行財政局財務課長、環境局長※１、

環境局副局長※１、経済観光局長※１、港湾局長※２ 

※１…8/30、12/27 ※２…12/27、1/4 

議 題 KOBEゼロカーボン・チャレンジ 

提案概要 

KOBEゼロカーボン・チャレンジとして、令和５年度は下記取り組み

を実施する。 

①再生可能エネルギーの拡大 

自然環境への影響を伴わない場所への太陽光パネル設置、未利用

エネルギーの開拓、省エネ設備の導入を効果的に推進していく。 

②水素エネルギーの利用促進 

「水素社会」の実現に向けて、水素の供給コスト削減と、多様な

分野における需要の創出、市民や事業者等に対する啓発事業を進

めていく。 

③脱炭素型ライフスタイルへの転換 

再生可能エネルギーの導入、省エネルギー対策、エネルギー管理

の徹底に努めるような行動変容を狙い、補助金制度や広報を実施

する。 

④電動車の普及促進 

市内電動車の普及を促進するため補助を行う。 

⑤産業の脱炭素化の促進 

 企業の「脱炭素経営」に取り組む動きを支援する。 

⑥二酸化炭素の吸収・固定 

 ブルーカーボンの取組みを進め、脱炭素の観点からも持続可能な

環境づくりを推進していく。 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体の方向性については了。 

 

国の地球温暖化対策計画を踏まえつつ、神戸の特色を最大限に活

かした 6 つの重点施策により、2050 年カーボンニュートラルの実

現を目指すことについて、局の提案をもとに議論した。 

・令和５年度は KOBE ゼロカーボン支援補助金制度を継続するとと

もに電気バスの導入補助、水素エネルギーの利用促進など、ゼロ



カーボンに向けた取組みを進める。 

・カーボンニュートラルポートに向けた取組みについて、令和５年

度は CNP実証フィールドの検討等を進める。 

・日米首脳会談で、神戸港がカーボンニュートラルポートのパイロ

ットケースに選ばれたことを踏まえ、先進的に神戸港の脱炭素化

を進める。 
 


